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「 一日ホ クレン 」意 見 交 換 会

女性部白糠支部により綺麗に整備された花壇
（白糠支所茶路事務所前）
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「ＪＡグループ北海道改革プラン」
に係る組合員組織討議を実施

八
月
二
十
五
日
、本
所
で「
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
改
革
プ
ラ

ン
」
に
係
る
組
合
員
組
織
討
議

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
・
女
性
部
・

酪
農
振
興
会
・
和
牛
改
良
組
合

の
代
表
・
連
合
会
︵
Ｊ
Ａ
北
海

道
中
央
会
根
釧
支
所
、
Ｊ
Ａ
北

海
道
信
連
釧
路
支
所
、
Ｊ
Ａ
共

済
連
北
海
道
釧
路
支
所
、
ホ
ク

レ
ン
釧
路
支
所
︶
職
員
・
Ｊ
Ａ

役
職
員
計
三
十
一
名
が
参
集

し
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
等
か

ら
「
た
た
き
台
」
と
な
る
改
革

プ
ラ
ン
組
合
員
組
織
討
議
内
容

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。中

央
会
か
ら
、
改
革
プ
ラ
ン

策
定
に
至
る
経
緯
・
農
協
改
革

の
方
向
・
改
革
の
目
的
「
農
家

の
所
得
向
上
」「
地
域
サ
ー
ビ

ス
の
安
定
的
提
供
」・
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
の
使
命
で
あ
る

「
食
の
安
全
・
安
心
・
安
定
」・

収
益
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
・
時

代
に
即
し
た
協
同
組
合
の
改
革

へ
向
け
今
後
さ
ら
に
取
組
む
べ

き
課
題
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

参
集
し
た
各
団
体
の
代
表
及

び
理
事
か
ら
は
、「
現
在
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
抗
し
う
る
組

織
体
制
づ
く
り
が
必
要
」・「
現

場
の
声
を
真
剣
に
聞
き
労
働
し

や
す
い
環
境
作
り
」・「
組
合
員

に
対
し
メ
リ
ッ
ト
の
出
る
指
導

を
望
む
」・「
組
合
員
の
Ｊ
Ａ
離

れ
へ
の
対
応
を
グ
ル
ー
プ
全
体

で
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る
」・

「
こ
れ
か
ら
営
農
し
て
い
く
上

で
安
心
し
て
営
農
で
き
る
シ
ス

テ
ム
作
り
を
望
む
。」
な
ど
多

く
の
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
意
見
要
望
等
は
、
理

事
会
で
集
約
さ
れ
地
区
組
合
長

会
へ
報
告
さ
れ
ま
す
。
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「一日ホクレン」意見交換会 開催

八
月
二
十
五
日
、
本
所
で
ホ

ク
レ
ン
釧
路
支
所
主
催
に
よ
る

「
一
日
ホ
ク
レ
ン
」
意
見
交
換

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
・
女
性
部
・

酪
農
振
興
会
・
和
牛
改
良
組
合

の
代
表
・
ホ
ク
レ
ン
釧
路
支
所
・

帯
広
支
所
職
員
・
Ｊ
Ａ
役
職
員

計
三
十
九
名
が
参
加
し
、
ホ
ク

レ
ン
釧
路
支
所
︵
酪
農
課
・
畜

産
生
産
課
・
生
産
資
材
課
・
農

機
燃
料
自
動
車
課
・
パ
ー
ル
ラ

イ
ス
販
売
課
・
物
流
課
︶、
帯

広
支
所
︵
畜
産
販
売
課
・
生
活

総
合
事
業
所
総
合
推
進
課
︶、

本
所
営
農
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

課
の
各
課
か
ら
「
事
業
推
進
方

策
及
び
課
題
と
対
応
策
」
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、「
初
生
価

格
の
動
向
に
つ
い
て
」・「
草
地

更
新
事
業
に
対
す
る
組
合
員
メ

リ
ッ
ト
の
追
及
」・「
現
場
を
支

え
る
現
場
重
視
の
事
業
推
進
」・

「
健
康
的
な
牛
と
牛
乳
の
生
産

に
向
け
地
域
の
状
況
に
応
じ
た

良
質
粗
飼
料
確
保
へ
の
取
り
組

み
強
化
」・「
過
去
の
問
題
点
を

把
握
し
北
海
道
酪
農
に
あ
っ
た

事
業
推
進
」・「
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ

へ
の
対
応
」・「
労
働
力
確
保
に

向
け
て
の
対
策
を
望
む
。」
等
、

多
く
の
意
見
要
望
が
出
さ
れ
、

回
答
を
得
る
事
が
出
来
、
大
変

意
義
の
あ
る
意
見
交
換
会
と
な

り
ま
し
た
。
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入 賞 牛 一 覧 表

部 順 位 名　　　　　　　号 出 品 者 地区
１部 １等４席 し ず か ２５ 手塚　信幸 鶴居
４部 ３等 ゆ り か つ ２５ 手塚　信幸 鶴居
６部 ３等 み つ な ２３ 手塚　信幸 鶴居

入 賞 馬 一 覧 表

部 順 位 名　　　　　　　号 出 品 者 地区
４部 ３等 ツルノジョウオー 松井　紀行 幌呂
４部 ３等 オ オ ゾ ラ ヒ メ 山田恵理実 白糠

山田 恵理実 さん  （白糠）

松井 紀行 氏  （幌呂）

手塚 信幸 氏  （鶴居）

第１６回　北海道総合畜産共進会

九
月
六
・
七
日
、
十
勝
農

協
連
家
畜
共
進
会
場
︵
音
更

町
︶
で
第
十
六
回
北
海
道

総
合
畜
産
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

全
道
か
ら
肉
用
牛
１４３
頭
・

馬
53
頭
が
出
場
し
、
審
査
員

は
︵
肉
用
牛
部
門
︶︵
公
社
︶

全
国
和
牛
登
録
協
会
池
田

和
徳
氏
、︵
馬
部
門
︶︵
独
︶家

畜
改
良
セ
ン
タ
ー
岡
明
男

氏
他
が
務
め
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
３
農
場

よ
り
肉
用
牛
３
頭
・
馬
２
頭

が
出
品
さ
れ
、
高
レ
ベ
ル
の

牛
と
馬
が
そ
ろ
う
な
か
健
闘

を
み
せ
ま
し
た
。

肉
用
牛
の
部
・
最
高
位
は

平
取
町
・
楠
木
一
史
氏
、
加

集
昭
知
氏
の
出
品
牛
「
ゆ
り

あ
ん
・
ゆ
り
か
つ
じ
・
し
げ

か
ね
や
す
」︵
８
部
同
一
父

牛
３
頭
一
群
︶、
馬
の
部
・

最
高
位
は
上
士
幌
町
・
鈴
木

義
尚
氏
の
出
品
馬
「
ウ
イ
ナ

ー
ク
イ
ン
」︵
４
部
３
才
以

上
雌
子
付
・
日
本
輓
系
種
︶

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

主
な
成
績
及
び
出
品
者
は

表
の
通
り
で
す
。
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第１１回  釧路大漁どんぱく内
「農業農村フェア in KUSHIRO」において
根釧牛乳・乳製品の消費拡大運動を実施!!
（釧路地区農協青年部協議会・ＪＡ釧路地区女性協議会）

い
で
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

釧
路
地
区
農
協
青
年
部
協
議
会
で

活
動
し
た
瀬
戸
賢
成
さ
ん
︵
当
Ｊ
Ａ

青
年
部
部
長
︶
は
、「
地
元
根
釧
牛

乳
の
お
い
し
さ
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

伝
え
て
い
き
、
今
回
実
施
し
た
モ
デ

ル
カ
ウ
搾
乳
体
験
や
ば
っ
か
ん
ロ
ー

ル
お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
通

し
、
酪
農
に
つ
い
て
よ
り
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
今
後
も
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
、
牛
乳
の

消
費
拡
大
と
酪
農
に
つ
い
て
の
理
解

促
進
を
図
り
ま
し
た
。

Ａ
釧
路
地
区
女
性
協
議
会
は
コ
ツ
コ

ツ
ミ
ル
ク
︵
キ
ウ
イ
酢
エ
キ
ス
に
根

釧
牛
乳
を
加
え
た
も
の
︶
と
チ
ー
ズ

い
も
も
ち
の
セ
ッ
ト
を
特
価
で
販
売

し
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
お
い
し
さ
を

伝
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
釧
路
地
区
女
性
協
議
会
で
活

動
し
た
吉
田
鈴
子
さ
ん
︵
当
Ｊ
Ａ
女

性
部
部
長
︶
は
、「
今
年
は
天
気
に

も
恵
ま
れ
、
コ
ツ
コ
ツ
ミ
ル
ク
と
チ

ー
ズ
い
も
も
ち
の
売
れ
行
き
も
好
調

で
す
。
今
後
も
乳
製
品
の
消
費
が
伸

び
る
よ
う
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た

九
月
六
、
七
日
の
両
日
、
釧
路
市

観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
前
で
「
第

11
回
釧
路
大
漁
ど
ん
ぱ
く
」
が
開
催

さ
れ
、「
農
業
農
村
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
Ｋ

Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
」
会
場
で
は
、
釧
路

地
区
農
協
青
年
部
協
議
会
・
Ｊ
Ａ
釧

路
地
区
女
性
協
議
会
が
根
釧
牛
乳
・

乳
製
品
等
の
消
費
拡
大
運
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

釧
路
大
漁
ど
ん
ぱ
く
に
来
場
し
た

多
く
の
お
客
様
方
に
、
釧
路
地
区
農

協
青
年
部
協
議
会
は
「
よ
つ
葉
特
選

根
釧
牛
乳
」
の
無
料
試
飲
等
を
、
Ｊ

4

好評!!コツコツミルクとチーズいももち

多くの親子連れが参加した搾乳体験

根釧牛乳のおいしさを皆様へ!!



釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
交
流
会 

開
催

お
い
し
い
野
菜
を
提
供
!!

女
性
部
鶴
居
支
部

 

「
野
菜
即
売
会
」
を
開
催　

八
月
一
日
、
釧
路
パ
レ
ス
ボ
ウ

ル
で
、
釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
女
性
部
員

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
の
各
Ｊ
Ａ
よ
り
女
性
部

員
・
子
供
・
事
務
局
・
関
係
者
合

わ
せ
て
六
十
八
名
、
う
ち
当
Ｊ
Ａ

女
性
部
か
ら
二
十
三
名
が
参
加

し
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

単
組
混
合
・
四
名
一
組
の
各
チ

ー
ム
に
分
か
れ
た
部
員
達
は
、
ボ

九
月
十
日
、
Ａ
コ
ー
プ
つ
る
い

店
前
で
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
鶴
居
支
部

は
野
菜
即
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

部
員
達
が
、
こ
こ
ろ
を
込
め
て

作
っ
た
自
家
産
野
菜
︵
大
根
・
じ

ゃ
が
い
も
・
と
う
き
び
・
人
参
・

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ズ
ッ
キ
ー
ニ
・

ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
二
十
種
類
以

上
︶
が
並
ん
だ
店
頭
は
、
多
く
の

お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

松
下
い
ち
子
支
部
長
は
、「
今

年
、
野
菜
の
出
来
は
全
体
的
に
良

好
で
種
類
も
そ
ろ
い
ま
し
た
。
野

菜
作
り
は
部
員
達
の
励
み
に
な
っ

て
い
る
と
と
も
に
、
地
元
の
皆
様

方
に
食
べ
て
頂
く
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
来
年
へ
向
け

よ
り
お
い
し
い
野
菜
づ
く
り
を
目

指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。」
と
意

気
込
み
を
聞
か
せ
て
頂
き
、
即
売

会
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

ウ
リ
ン
グ
の
ピ
ン
が
勢
い
良
く
倒

れ
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
り
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
終
了
後
は
、
場
所

を
移
動
し
昼
食
会
が
行
な
わ
れ
、

各
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
他
の
Ｊ

Ａ
部
員
達
と
昼
食
を
と
り
な
が
ら

意
見
交
換
を
行
な
い
、
親
睦
を
深

め
つ
つ
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

昼食交流会の様子

ボウリングで一喜一憂

店頭に並んだ新鮮な野菜の数々 とれたての野菜を提供!!
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

土
壌
の
ｐＨ
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

草
地
土
壌
の
ｐＨ
の
低
下
度
合
い
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
土
壌
の
ｐＨ
が
下
が

る
こ
と
に
よ
り
、
一
部
養
分
吸
収
量
が

不
足
し
、
そ
こ
に
育
つ
牧
草
の
収
量
や

栄
養
価
、
牛
の
嗜
好
性
に
も
影
響
が
出

て
き
ま
す
。   

土
壌
の
ｐＨ
が
適
正
値
よ
り
低
い
と
き

は
、
石
灰
資
材
等
で
適
正
ｐＨ
に
改
善
し

ま
す
。︵
維
持
草
地
の
適
正
ｐＨ
は
五
・

五
～
六
・
五
︶

牧
草
地
に
は
肥
料
を
散
き
続
け
る
と

少
し
ず
つ
ｐＨ
の
低
下
が
進
み
ま
す
。

こ
の
理
由
と
し
て
は
、

① 

化
学
肥
料
に
含
ま
れ
る
硫
酸
イ
オ
ン

︵
ア
ニ
オ
ン
︶
が
増
え
て
ｐＨ
を
下
げ

ま
す
。

②
大
雨
に
よ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
な
ど
の
流
亡
。

③
牧
草
に
よ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
量

が
多
い
こ
と
。

等
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
︵
図
１
︶。

タ
ン
カ
ル
や
消
石
灰
な
ど
の
石
灰
質

資
材
を
入
れ
る
と
、
ほ
場
ｐＨ
が
下
が
る

の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
︵
図
２
︶。

ま
た
、
牧
草
の
リ
ン
酸
、
カ
ル
シ
ウ

ム
等
の
養
分
吸
収
が
改
善
さ
れ
収
量
も

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︵
図
３
︶。

マ
メ
科
牧
草
を
含
む
混
播
草
地
で
は
、

マ
メ
科
率
な
ど
植

生
を
維
持
す
る
た

め
四
年
～
六
年
お

き
に
は
土
壌
ｐＨ
を

測
定
し
、
必
要
で

あ
れ
ば
石
灰
追
肥

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

土
壌
pH
を
測
定
し
、
適
正
な

pH
に
改
善
し
ま
し
ょ
う
！
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図１　草地土壌の酸性化

図２　タンカル施用・無施用による経年変化（土壌pH）

図３　タンカル施用・無施用による経年変化（収量）

経
年
的
に
土
壌
の

低
pH
化
が
進
む

石
灰
資
材
に
よ
る

適
正
pH
へ
の
改
善
効
果

pH
測
定
と
酸
度
矯
正
は

四
～
六
年
お
き
を
目
途
に
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■平成26年度 　生乳生産実績（８月）

月計乳量（kg） ８月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,065,436.9 98.0 41,511,888.8 96.7

（鶴居地区） 2,696,309.1 97.0 13,928,007.2 97.8

（幌呂地区） 2,172,355.2 98.2 11,072,150.4 95.9

（白糠地区） 1,672,943.5 95.6 8,776,708.3 93.0

（音別地区） 1,523,829.1 102.5 7,733,022.9 100.4

管 内 計 43,881,471.7 97.7 221,925,155.2 96.1

（前年度管内計） 44,895,677.0 230,958,019.1

理　事　会　報　告
8月定例理事会　平成26年8月25日（月）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．内部審査の結果について
４．７月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　平成２６年度生乳生産向上対策事業

要領の制定について
議案第２号　融資の承認について

議案第３号　全国酪農業協同組合連合会への出資
について

議案第４号　理事と組合との契約承認について
議案第５号　ホクレントラック音別事業所の閉鎖

及び同白糠事業所トラックの増車に
ついて

※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１．当面の業務日程について

大変お世話になりました。

政 木 春 実

幌呂支所　牧場課幌呂育成牧場考査役　８月31日をもって退職
しました。

□秋へと向かうにつれて、昼と夜の寒暖の差が激しくなってきます。季節の
変わり目は、自律神経が乱れやすいと言われ、寒暖差も影響し体調を崩す
人が増加してきますので、体調管理には十分気を付けてまいりましょう。

□�これからデントコーン等、粗飼料収穫時期に入ってまいります。良質粗飼
料の収穫に向け、台風・強風・長雨など警戒していかなければならない点
は多々ありますが、実りの多い秋となることを強く望むところです。


